
復

　　

命

　　

書

令和７年８月１６日

議長 局長 次長 係長

ｔ
、

　

二

　

一

　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　

．

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

　　

氏

　　

名

　　　

松元

　

健作

　　

研修会名等

　　　

令和７年度市町村政研修会

　　

期

　　

間

　　　

令和７年８月７日

　　　　　　　　　

「アメリカと世界、 そして日本」

　　　　　　　　　　

上智大学総合グローバル学部教授

　

前嶋和弘氏

　　　　　　　　　

「持続可能な観光地域づくりへの思考法

　　　　　　　　　

～あるものを活かし、 地域を編む力～」

　　

内

　　

容

　　　　　

株式会社インアウトバウンド東北

　

代表取締役

　

西谷雷佐氏

　　　　　　　　　

０まずノル４牛人－－□

　　

－

　　

れ、取り Ｈｆられました。 トランノ・”
“ニニ・，即，；し、 上ト．…－↓共和・

□、１い

　　　　　　　　　

桔抗するなど、今後の政権運営の難しさが示されました。その中で特徴的なのは、議会を通さず大統領令を多

　　　　　　　　　

用する 「洪水戦略」 であり、 移民規制や関税措置など多方面に影響が及んでいる点です。 また、 アメリカ社会に

　　　　　　　　　

深く根付く「文化戦争」にも焦点が当てられました。多様性や気候変動対策を否定する福音派の影響、大学や

　　　　　　　　　

メディアとの対立構造など、 日本からは見えにくい内政トｍ分断★
ト′・ｒーされました。 外交面では、 同盟国や国

　　　　　　　　　　　　　　

」ソー
●－や、 ウクライナ支援縮小、 ロシア寄りの姿勢など、 従来の

「アメリカ外交のＤＮＡ」 が解

　　　　　　　　　

体されつつあるとの指摘もありました。 今回の研修を通じ、 米国政治の実情は単なる選挙結果だけでなく、 国

　　　　　　　　　

「コ文札濁斗や人．：／－」：」二でちン力に大きく左右されていることを学びました。今後、日米関係にも直接影響

　　　　　　　　　

を及ぼす可能性が高く、 常に注視していく必要があると感じました。

　　　　　　　　　

○持続可能な観光地域づくりに向け芦新トナ“日占ム千茶ｔｒついて学んだ。 地域には 「あるもの」 を活かす力が

　　　　　　　　　

必要であり、 それをストーリーやテーマで編み直す 「観光編集力」 が重要である。 私たち住民自身が当たり前

　　　　　　　　　

と思っている風土や文化、 歴史や暮らしの中にこそ価値が潜んでいるが、 固定観念にとらわれることでその魅

　　　　　　　　　

力に気づかないことが多い。 外部の「÷
｛

　　　　　

‘っリセットによって地域の素晴らしさを再発見するこ

　　　　　　　　　

とが不可欠である。

　　　

所

　　

感

　　　

また、 観光客の行動プロセスについて 「認知→関心→調査→行動」 という段階が示され、 認知段階での情報と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’十畳′ふることが強調された。 単に 「知っている」 だけでは行動にはつながらず、 アク

　　　　　　　　　

セスや時間、 費用といった具体的な行動情報の整備が求められることを理解した。 さらに、 観光推進に資する

　　　　　　　　　

宿泊税の仕組みについても学んだ。 宿泊税は一般財源化が禁止され、 観光施策に充当する目的税であること、

　　　　　　　　　

定額制・定率制により負担感が異なることが紹介された。観光客自身が負担し、地域の観光基盤整備へ直接つ

　　　　　　　　　

ながる仕組みは、 今後の地域づくりにも示唆を与えるものであった。 具体的な観光商品づくりの工夫として、

　　　　　　　　　

既存商品を「松・竹・梅」として多段階に展開し、多様な価格帯・体験内容を用意する手法が示された。高額

　　　　　　　　　

な特別体験から気軽な参加プランまで設定することで、 多様な観光客層を受け入れることができる。 また、

　　　　　　　　　　

「ユニークな体験」「自己変革」「挑戦」「健康」「ローインパクト」 の５つの体験価値が提示された。 観光は

　　　　　　　　　

単なる消費ではなく、 体験を通じて人が成長し、 地域と持続的に関わる契機となることが再認識された。 加え

　　　　　　　　　

て、「ガストロノミー」 は単なる食文化ではなく、 食を取り巻く自然・歴史・文化を含めた総合的な学問であ

　　　　　　　　　

り、 日本人と外国人ではその理解に差があることも学んだ。 最後に、 観光のこれからの軸として
「Ｒｅｓｐｏｎｓｉｂーｅ

　　　　　　　　　

下ｏｕｒｉｓｍ（責任ある観光）」 が示された。 観光は地域教育や文化の継承と不可分であり、 観光ｘ教育ｘ地域の方針

　　　　　　　　　

を融合させることが、 真に持続可能な観光地域づくりにつながるとルーに。碁人女に－」象深れ・った。 本研修を通

　　　　　　　　　

じ、 地域資源の再発見と発信の方法を学ぶとともに、 観光を通じて地域が成長し続けるためには
「特別」「本

　　　　　　　　　

物」 の体験を紡ぎ、 責任ある観光を推進する視点が重要であると実感した。

　　　

添付資料
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復

　　

命

　　

書

令和７年９月２２日

議長 局長 次長 係長

＼
′
〆

　

′
・

　　　　

｝’・；
‘

　　

＼’

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 吉原

　

光

研修会名等 令和７年度

　

市町村政研修会

期

　　

間 令和７年８月７日

内

　　

容

１．「アメリカと世界、 そして日本」

　

上智大学総合グローバル学部教授

　

前嶋

　

和弘

　

氏

　

アメリカ大統領トランプの考えについての考察

　　

ＭＡＧＡ （ＭａｋｅＡｍｅｒｉｃａＧｒｅａｔＡｇａｉｎ）

２．「持続可能な観光地域づくりへの思考法

　　　

～あるものを活かし、 地域を編む力」

　

（株）インアウトバウンド東北

　

代表取締役

　

西谷

　

雷佐

　　　

地域がいかに稼ぐかという考え

所

　　

感

１．「アメリカ第一主義」の名のもとに推進される保護主義的経済政策や同盟国
への対応の変化、 そして関税による圧力は、 日本にとっても大きな課題となって

いる。 トランプ政権の中には、 既存の秩序を壊すこと、 そして大胆な改革を求め
るアメリカ国民の声が根底に存在することを忘れてはならない。
世界での急激な変化が続くなか、 世界経済が不確実性に満ちた今こそ、 日本は柔
軟かつ戦略的な行動を取ること、 冷静な判断と柔軟な対応が求められる。

２．「歩く旅」 というユニークな観光で、 地域が稼ぐためには、 という視点を持ゥ
てという考え方が素晴らしいと感じた。 固定観念にとらわれず、 何気ない日常や
暮らしぶりをそこにどう組み合わせるのか、 今あるものをアップデートするとい
う考え方、 必ずメニューには松・竹・梅と高いものを作ること、 せっかく来たの
だから、 二度と来ないなら高いものを、 という旅行者の心理など、 これを地域に

どれだけ還元させるのかと、 大変興味深い内容だった。

添付資料 なし



復

　　

命

　　

書

　　　　

令和７年 ８月 ｒ

　

日

　

議長

　　

局長

　　　

次長

　　

係長

　　　　　　　　

／

　

′

　

′

　

ーー

　　

、＼

　

　

　　　　
　
　

　　　　

　　

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 前「ａ

　

茨魚
研修会名等 企彩醇褒

　

市財瀦〆 踊考な
期

　　

間 倉鴻７キ 》＝っａ

内

　　

容

宅各項

　

ｒダメメヒゼ希薄 度同名

　　　　　　

褐火喜求訪いブタバ，辱 豹杖
痩

　　　　　　　

．矛 ｒ 歯 ネｉフラム 例

　

「 ・欽司舵 可観蒙光 輝痢，グ’〈′ノへの阜考み ～

　　

、
亮 物もみ ＊、 妊象を 鎌れぉ・

　　

＃診鯵希ン“トバリド求’と郷ゑ縛靴

　

函小 鴇を内

所

　　

感

ｏ蕩繁華痴話；窓誉離籍ばかげゲーテひげ
，▽呼 ば′ラ．）７級 足．列ｒを 〆 ′らメ物ゐ
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蜘まの券薙 げ、

添付資料
ｏ蹄神崎 御者燃そしにするベ、も ふもェ鯖閑毅 ガド、‘ヘヒｆ２
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渉、 参月期、〆；秒ずベゴ、ざ
る丸料呼飲参

　

し

　

てＦ名細目二 “４

婦ミュム馨り、 ボーピん
励．‐締 悩 も た、′；為ヱか弱 ヂ勢ｆげ “ぶ た



復

　

命

　

書

令和７年８月８日

議長 局長 次長 係長

　　　　　　　　　

． （ヨリ

　　　

…

　　　　　　　　　　　　　

．

肝付町議会議長

　

様

　

以下のとおり報告いたします。

氏

　

名 田中

　

義家

研修会名等 肝属郡議長会・正副議長・正副委員長及び事務局職員研修会

期

　

間 令和７年８月７日

内

　

容 演題： アメリカと世界、 そして日本

講師

　

上智大学総合クローバル学部教授

　

前嶋和弘氏

所

　

感

関税交渉・２４年選挙結果：大統領令２つの大きな勘違い・大統領令

トランプ関税・洪水戦略他、 説明を受けたがトランプの考え方に惑わ

される、 日常報道により聞かされ、 先の見通しがつかなく、 講話を聴

き不安の延長でした。

内

　

容 演題・持続可能な観光地域づくり思考法

　　　

－あるものを活かし地域を編む力

講師 （株）インアウトハウジング東北

　　　　

代表取締役

　

西谷雷佐氏

所「

　

感

会社のやり方で、 観光地域づく‐りの思考法

わが町でも、 何か生かす事はないか考えさせられました。

添付書類 なし

活
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書

令和７年 ８月

　

ず 日

議長 局長 次長 係長

／

　

ノ

　

・．

　

、
． （詰め １１

　

．

　

′
●

．

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 櫛

　

お

　

霜 舞う

研修会名等 年角対談郷修公＼

　

〆かた兇島命綱が
期

　　

間 Ｒ，７、

　

／

　

β ゴｏ へ 必 さ鈍り

内

　　

容

頻発）／．

　

穿メ椴枇島影後妻雛減
却 酌 ２

　　　　　

前 ↓影 約 数 穴．

　　

辱名流前をリ希貝きりせり衣グくりへの鷺超メムヘー

　

め妙に滋緋滋滋づヒ

所

　　

感

穆鱈難癖麟襲撃霧糞も
一瞬離郷鰯瀞耕

一

添付資料
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令利７年

　

泳 月／」 日

議長 局長 次長 係長

、

　　　　　　

．

‘

　

“｝
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肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 ｝

　

．

　　

イニ

　　　

．・二．・

　　

１ ，′ｉ

　　　　

なさ

　

・ ；
・

　　

●●・
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感
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令和７年

　

月 だし日

議長 局長 次長 係長

　　

．

　　　

・
」＞蘇

　

ソ

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 心》弁，
研修会名等 摩ぁ坪壇 編めｏ群数師痛愈・
期

　　

間 リ隣掘りβ 例－象鴎ソかも ．

内

　　

容

≦容雛鱒滅ぶ諺劫寡賓，命擬殉，
繋鶏鰻麹玲講談ぎか

の麟擦卿も
確りインデラトバルト隊鬼，縄鰍傘

痩通秀零彫 碍

所

　　

感
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令和

　

年 身 月／柵

　

議長

　　　

局長

　　　

次長

　　　

係長

　　

　　　

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 締ｐ・′丈

研修会名等 市町対教師き
期

　　

間 令和７年『月′７日（木）

　　

（

内

　

容
（

餅亥

　　　　　

ヱ智大手礎彰〃胤 滋手
夢くり彼 断 れ 略・葱髪都島罷乳霞
多砦後馨お観瑳だ威グくりへの鬼彦彰史）
鷲痴を形か 埋物を綿恭喬疑 み射

　

に、好けらト／ぐれド形 食み 渉浴霧後肉

所

　　

感

／、β現在、〆
ズ－－ガズ縦額，トラ↓フり』 世界モノご乾～せり

陵影 耀 極価 ｇｈ 徽役交渉のテ後，
勿ー瞬 か蓉 庭トラ ね多 多才のみけ なす兎

なイ残そ 、受，↑入れａ 球火・省ぁ′に各 地、のは

　

銃も．諺多岐 、はゼ、八ゲル ドラＬ′残
部 鳩盃

魚影脇 関 数

　

入・・（劉た似ゑ均さ，姥抜 縮

　

みｒ耀も物姥久 髪 〆が／番え夕げなけち，″
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；核久 気愛し．こ 樽ク・碑と り１関 りのぐｒ
キ ／かの″％観 ラ

　　

ニと乃 ある



復

　　

命

　　

書

令和

　　

７年

　　

８月

　　

７日

議長 局長 次長 係長

１

　　　

，

　　

′

　　　　　　　　　

．

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 有留

　

智哉

研修会名等 市町村政研修会

期

　　

間 令和

　　

７年

　　

８月

　　

７日 （

　

木

　

）

内

　　

容

①講演：アメリカと世界、 そして日本
講師：上智大学総合グローバル学部教授

　

前嶋

　

和弘

　

氏

②演題：持続可能な観光地域づくりへの思考法
～あるものを活かし、地域を編む力～
講師：（株）インアウトバウンド東北

　

代表取締役

　

西谷

　

雷佐

　

氏

所

　　

感
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①日本からアメリカへのー刻慨は、 １５％となったがこの先もまだ不改定な

要素がかなりあるとのこと。 トランプ大統領の支持者の顔色を伺いながら
では、今後の見通しを立てることは難しいと思う。 日本政府にはこれから
も、粘り強く交渉を続けてもらいたい。 それと同時にアメリカ意外との自
由貿易の拡大に努めていただきたい。 今後の動きを中止していきたいと思
つｏ
②いいお客様に来て頂く。 ターゲットを決める。今までの町の観光施策は
いかに人に来てもらうか。 だったのではないだろうか。 地元の魅力を固定
概念で見失っていたことも多かったのではないか。 近隣自治体だけではな
く、 テーマを持って肝付町に来てもらう。 そのテーマは何か。 そこから

考

えて行かなければと思う。 今回の研修は肝付町の課長の方も参加をしてい
たので、 肝付町の観光について一緒になって考える場を作れればと思う。

　　　　　

，
Ｆ
醐
『喜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“岡７年虞市町村政研修会

　　　　　

１

　　　　　　

１

　　

１１墓

　　　　　　　　　

弐
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